
１． センサーってなんだろう？バイオセンサーってなんだろう？ 

２． 血糖測定用のバイオセンサー 

３． 血糖以外のものも計ってみよう 

４． バイオマーカーを計るために：高感度，簡便，迅速がキーワード 
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物質理学研究科 教授 水谷文雄 

  ▼ 講座の概要 

 

 

 

 

 

 

 

  ▼ 講座内容 

 

平成２５年度兵庨県立大学 生涯学習講座 

 

《 元気な学問 》 
 

バイオセンサー・何が分かるか？何故使われるか？ 
実施日:平成２５年８月２０日（火） 

時間：10：30～12:00  

 

 外界の物理量（温度，圧力，力など）あるいは化学量（酸素濃度，pH，血糖濃度など）を捉えて，電気

信号として出力する簡単な素子をセンサーと言う。センサーの中で，特定の化学量を選択的に捉える

ために生体から採ってきた分子（酵素，抗体など）あるいは生体そのもの（細胞など）を使うセンサーを

バイオセンサーと呼ぶ。 

バイオセンサーの中で，特に糖尿病の患者が自分自身で血糖（グルコース）を測定するための使い

捨てセンサーが最も広く利用され，世界市場は一兆円に達している。使い捨てであることが，メーカに

よる品質保証をしやすくし，血液による汚染などの問題を防ぐのにも役立っている。糖尿病患者数の

増加と，毎食後等，高頻度で血糖を計る必要があるので多量のセンサーが使われている。 

血糖測定以外のバイオセンサーの市場は小さいが，感染症や，癌，心臓病などの重篤な疾患を早

期に発見するために，これらの疾病により血中などに放出される物質（バイオマーカー）を迅速，簡便

に計るセンサーは，必要である。微量のバイオマーカーを迅速，簡便に計ることのできるセンサーの開

発が必要で，演者らのグループもその目的のために研究を進めている。 


